
感謝状贈呈者

[特別表彰 ]

[ 校 医 ]

[ 一般 ]

[ 建築・広報 ]

1923～2013

筑
陽
学
園 

校
歌

作
詞
　
原
田
種
夫

作
曲
　
坂
本
良
隆

つ　く　ーしの ー　に　　　ひ　 か  り  あふれ　て　  ま んー

にょーう の　む　 か　し を しの　ぶ　 あ ら た　 な る ち かいを

む  ね に　ゆ  るぎ  なき まこ　と　も とめて  ま  な ー  び  や ー

に　　わ れら　 い　そ　　し　　　む　　　　　ふう  せつ の

よ　　に　　　  ま ことぞいのー　 ち　　 あ あ　あ　　す がー

す　が　し　ち　  く　  よ　 う　 が　　  く　　 えん

筑陽学園の沿革

1923年

1948年

1958年

1962年

1965年

1991年

2001年

2004年

2011年

2012年

2013年

大正12年

昭和23年

昭和33年

昭和37年

昭和40年

平成  3 年

平成13年

平成16年

平成23年

平成24年

平成25年

九州家政女学校として初代校長・新田ミツが福岡市に創立

学制改革により筑陽女子高等学校を設置

太宰府高等学校（男女共学）を併設

太宰府高等学校に産業デザイン科を新設

筑陽女子高等学校と太宰府高等学校を現在地に統合し、  
筑陽学園高等学校（男女共学）と改称

筑陽学園中学校（男女共学）を新設

普通科に特別進学 Sクラスを編成

創立 80 周年記念式典

新校舎完成

デザイン科設置 50 周年

創立 90 周年
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筑陽学園 育成会　会長

筑陽学園中学・高等学校 後援会　会長

光陽会（同窓会）　会長

小国研修所 前管理人

小国研修所 前管理人

吉　郷　　　豊
髙　尾　重　隆
小久保　洋　介
永　野　正　巳
永　野　由美子

医療法人 文杏堂 杉病院　院長

医療法人 鬼木眼科医院　理事長

医療法人 山口歯科医院　院長

医療法人 安元耳鼻咽喉科医院　院長

医療法人 津田内科医院　院長

医療法人 同仁会 乙金病院　スクールカウンセラー

杉　　　東　明
鬼　木　信乃夫
山　口　博　文
安　元　誠　司
津　田　穎　彦
永　嶋　早　織

太宰府ロータリークラブ　会長

自主選択特別講座講師　フリーライター

顧問弁護士　赤坂協同法律事務所

国際交流嘱託

呑喜訪亭　代表

長　井　士　郎
田　中　一　彦
津　田　聰　夫
山　内　則　敬
笠　原　久　義

株式会社 甲山建築設計事務所　取締役会長

株式会社 柿原組　代表取締役社長

株式会社 電友社　取締役会長

進興設備工業株式会社　代表取締役

朋友電気株式会社　代表取締役社長

平川工業有限会社　代表取締役

三和通信工業株式会社　代表取締役

有限会社 高林秀明デザイン事務所　代表取締役

西　　　征　治   
吉　永　泰　憲
森　　　　　茂
大　野　史　朗
緒　方　清　範
平　川　英　春
大　西　孝　司 
高　林　秀　明   

[ 学納品 ]
株式会社 武宮スポーツ　代表取締役

株式会社 福岡給食　代表取締役

株式会社 写真のトクダ　代表取締役社長

株式会社 学生服センターカク　代表取締役社長

株式会社 大隈カバン店　代表取締役社長

武　宮　兼　敏   
阿　部　隆　雄   
德　田　直　資   
山　口　明　彦
大　隈　太佳嗣

1923-2013

デザイン科設置 50 周年記念行事
[記念講演会 ]

講師　内藤　謙一 氏　
　　　 （ 福岡広告協会 事務局長 ）   

日時：平成 25 年 10 月 11 日（金）
　　　午後 3時より
会場：ガーデンパレス福岡

お 知 ら せ

[ 記念デザイン展・OB展 ]

第 1回 10.9   ～10.13水 日

会　場：福岡県立美術館

11.1   ～11.3金 日第 2回
会　場：久留米石橋美術館

光陽会同窓会

同窓会開催
創立 90周年・デ 50 周年合同

会場：西鉄ソラリアホテル

平成25年
午後 7:00開催予定10月12日土

創立 90周年
記 念 式 典
2013.6.1 土

開式　10 時より



敬 礼
開 式 の こ と ば
国 歌 斉 唱
物 故 者 追 悼
感 謝 状 贈 呈
理 事 長 式 辞
来 賓 祝 辞
祝 電 披 露
代 表 生 徒 祝 辞
記 念 事 業 報 告
校 歌 斉 唱
閉 式 の こ と ば
敬 礼

ピアニスト

和田  剛治
福岡県久留米市出身。
平成6年 筑陽学園高等学校に入学。
平成9年 筑陽学園高等学校を卒業。
その後、桐朋学園大学短期大学部を経て、桐朋学園大学音楽学部
演奏学科並びに研究科を修了。
戒重守、ジャン=ポール･セヴィア、故 山岡優子の各氏に師事。
フランスのノルマンディーピアノ講習会、フランス・アジャクシ
オ国際音楽学院のマスタークラス等、海外に於いても研鑽を積み、
現在は、東京・福岡を拠点として活動を展開している。
古典から現代音楽まで幅広いレパートリーを持ち、国内外で高い
評価を受け、数々の賞を受賞している。

YOSHIHARU WADA

1914 年　福岡市に生まれる
1939 年　日本美術学校彫刻科卒業
1940 年　筑陽女学校赴任
1954 年　筑陽女子高等学校校長に就任
1958 年　太宰府高等学校校長に就任
1965 年　筑陽学園高等学校校長に就任
　　　　　人類普遍の理想である「愛」を教育の目標に定め
　　　　  「人を愛し　ひとに愛される人間」
　　　　　という校訓を掲げた
1984 年　学校法人筑陽学園理事長に就任
1987 年　私立中学校高等学校教育振興功労者表彰
　　　　　（文部大臣表彰）
1991 年　筑陽学園中学校設置に伴い、校長に就任
1999 年　筑陽学園学園長に就任
2004 年　11 月 13 日　病気のため死去　享年 90 歳

新田　八郎
学園長

[　　　　　　　　　　　]1914年 ～ 2004年

1936 年
1949 年
1955 年

1957 年

1983 年

2004 年
2005 年

2013 年

千葉県成田市に生まれる
筑陽女子中学校入学
筑陽女子高等学校卒業
長崎県立女子短期大学体育科入学
同校　卒業
筑陽女子高等学校保健体育科教師に就任
筑陽学園高等学校総務部長に就任（～1997 年）
学校法人筑陽学園評議員に就任
筑陽学園中学校教頭に就任
筑陽学園中学・高等学校を退職
学校法人筑陽学園理事に就任
1月 31 日　病気のため死去　享年 76 歳

櫻井　朝世
前中学校教頭・学園理事

[　　　　　　　　　　　]1936年 ～ 2013年

記 念 演 奏
ピアニスト

＜本校卒業生＞
和　田　剛　治

式　次　第

物故者略歴

記 念 事 業

2009年（平成21年）
2011年（平成23年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

1号館中央棟改築工事
1号館西棟改築工事
体育館改修工事
2号館 3号館南西面
外壁改修工事
記念誌刊行
記念植樹（予定）

12月
3 月
8 月
5 月

5 月
10月

記念演奏 演奏者紹介

＜主な経歴＞　
第6回ブルガリア「音楽と地球」国際コンクール第1位入賞
日本ザイラー国際ピアノコンクールにて第4位
第1回横浜国際ピアノコンクールにて特別賞
第1回久留米国際バッハピアノコンクールにてグランプリ及び渡辺商会賞・音の森グループ賞
第41回鎌倉市学生音楽コンクールピアノ部門にて第３位

＜ 創立 90周年記念演奏 ～演奏曲～＞
リ ス ト
ブ ラ ー ム ス
ド ビ ュ ッ シ ー
ド ビ ュ ッ シ ー
シ ョ パ ン

作 曲：
作 曲：
作 曲：
作 曲：
作 曲：

愛の夢 第 3番　変イ長調
6つの小品 作品118より第2番 間奏曲 イ長調
亜麻色の髪の乙女　変ト短調
喜びの島　イ長調
バラード第4番 ヘ短調 作品52

＊都合により、曲目・演奏順を変更する場合があります。予めご了承下さい。

http://twitter.com/yoshiharuwada http://www.facebook.com/yoshiharu.wada.pianohttp://yoshiharuwada.jimdo.com/【公式HP & ソーシャルメディア】

創 立 記 念 式 典
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